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新
編
武
蔵
風
土
記
稿
巻
之

一

蘊
國
岡
説

武
蔵
奮
奎
固
な
し
、
営
代
に
至
て
正
保
・元
藤
官
本
二
固
あ
り
、

【
治
世
略
記
】
日
、
正
保
元
年
十
二
月
二
十
五
日
、
日
本
国
郡
並

諸
城
之
稽
固
可
調
進
旨
有
上
意
、
経
年
敦
出
来
【
奮
令
集
】
日
、

正
保
三
年
二
月
二
十
八
日
、
奉
行
井
上
筑
後
守
政
重

・
宮
城
越

前
守
和
甫
等
虎
分
し
、
武
蔵
固
被
仰
付
衆
、
松
千
伊
豆
守
信
綱

・阿
部
豊
後
守
忠
秋
・
阿
部
封
馬
守
重
次
・
伊
奈
牛
十
郎
忠
治
．

【
條
令
略
】
日
、
道
法
三
十
六
町
を
一
塁
と
し
一
里
出
を
記
、
共

所
よ
り
三
十
六
町
を
度
て
一
里
山
を
置
、
本
道
は
未
線
大
、
脇

道
は
小
、
名
山
・
大
川
及
渡
津
廣
狭
悉
固
す
べ
し
と
、
成
功
の

後
明
暦
中
に
至
て
官
庫
に
枚
む
、
今
是
を
正
保
古
国
と
す
。
叉

慶
安
元
年
十
二
月
十

一
日
、
飯
河
善
左
衛
門
某
、
小
田
切
新
右

待
門
某
、
雨
富
権
左
衛
門
某
等
に
武
蔵

・
上
組
二
國
固
改
定
の

命
あ
り
と
日
記
に
見
ゆ
、
想
に
信
綱
等
共
事
を
勤
む
と
い
へ
ど

も
事
亦
小
な
ら
す
、
由
て
塞
く
年
月
を
維
し
ま
、
慶
安
に
至
て

三
員
を
増
加
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
、
元
藤
十
年
間
二
月
四
日
、
國

固
重
修
の
命
あ
り
、
寺
祗
奉
行
井
上
大
和
守
正
４
奉
り
、
官
庫

の
奮
固
を
借
受
奉
て
、
大
名
及
寺
統
領
を
検
査
し
、
高
石
以
下

諸
士
の
知
行
は
大
日
付
安
藤
筑
後
守
信
峰
、
勘
定
奉
行
松
前
伊

豆
守

‐喜
‐目

動
備
年
麟
評
醸
燿
守
久
貝
因
幡
守
正
方
等
共
専
に
預
つ

十
五
年
十
一
月
功
を
奏
し
て
御
庫
に
牧
む
、
是
と
元
藤
新
国
と

す
Ｄ
今
此
二
岡
を
参
考
併
て
一
国
と
し
、
組
國
縮
闘
を
作
、

武
蔵
國
は
氏
の
分
野
に
闘
す
．江
戸
の
地
北
極
出
地
三
十
五
度
牟
、

一卜
副灌
塀
鍔
蒙
嘲弩
界
経

は
開
國
最
初
の
地
な
り
、
三
峰
を
鎮
と
し
て
連
山
併
峙
し
、
多
西

・都
筑
敦
郡
大
小
の
諸
山
波
濤
の
如
く
朝
宗
す
、東
の
方
は
利
根
川

及
共
支
流
海
に
疏
通
し
、
大
城
の
前
後
干
坦
の
地
廣
大
な
り
．
是

故
に
魚
盟
の
利
山
野
の
産
に
富
む
Ｄ
【
正
保
改
定
国
】

高
九
十
八

鎮
高
二
十
三
百
二
十
七
石
九
斗
六
升
五
合
八
勺
、
此
後
玉
川
次
た
衛

門
某

・
野
村
次
郎
右
衛
門
某
等
武
蔵
野
開
墾
の
功
を
起
し
、
寛
文

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
巻
之
一
‐
億
國
同
識


